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 循環型の社会を構築するためには限りある資源・エネルギーを有効に利用

しなければならない。現在、水素、メタン、炭化水素、一酸化炭素などの燃料

ガスは石油や天然ガスを中心とした化石燃料から製造されているが、二酸化

炭素の排出抑制などの要請からカーボンニュートラルな資源から燃料ガスを

製造することが強く望まれる。そのためにはバイオマス資源の利用が不可欠

である。 

 木質系バイオマスに多く含まれるリグニンは、主にアルキルフェノールがエ

ーテル結合あるいは炭素‐炭素結合によって結ばれた構造をしている。芳香

環を多く有しているため難分解性であり、バイオマスの有効利用のためにリグ

ニンの効率的なガス化が重要な課題となっている。ガス化反応において、リグ

ニンは水と反応し、メタン、水素、二酸化炭素、一酸化炭素、エタンなどのガス

を生成する。リグニンの常圧での水蒸気によるガス化反応が報告されている

が、800～1000 ℃の反応温度が必要である。一方、超臨界水を利用したリグ

ニンのガス化反応は 400 ℃程度の反応温度で進行することから、工場などの

廃熱を利用するプロセスが期待できる。また、超臨界状態の高密度流体を利

用するため装置サイズを小型化できる利点を有し、広く散在するバイオマスの

地域分散処理に適したコンパクトなプロセスが構築可能である。リグニンの超

臨界水ガス化反応に対して、活性炭や酸化チタンに担持したルテニウムなど

の触媒が活性を示すことを示してきた 1,2)。触媒の高機能化と活性点解明を目

的として、異なる金属前駆体から調製した未還元触媒を用い、リグニンのガス

化反応を行った。また、XAFS 測定によりリグニンのガス化反応前後の触媒構

造決定を行った 3,4)。金属前駆体の種類、生成した金属の粒子サイズ、および

リグニンのガス化反応活性の関係をもとに、リグニンガス化活性構造について

報告する 5,6)。 
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